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エグゼクティブサマリー Executive Summary 
 Cosmos Newsletter on EMC & Safety 2024-07-01 No. 165 

 

UNECE: 国連の新たな規制により、電気バン用バッテリーの耐久性が保証さ

れる 
 UNECE の公害とエネルギー作業部会（GRPE）が本日合意した提案により、電気バンに搭載さ

れるバッテリーは高品質で長年にわたる耐久性が要求される。これは、2022 年 3 月の世界フォ

ーラムによる電動小型車両のバッテリー耐久性に関する最低限の性能要件を規定する国連一般

技術規制第 22 号の採択と、今回の電気バンへのその拡張に基づいている。 

 

UNECE: 第 192 回車両規制調和世界フォーラムの報告書(2/3) 
A.  車両規制調和世界フォーラム（WP.29） 

IV.  作業の調整と組織化 

 C. インテリジェント交通システムおよび自動運転車両関連活動の調整 

14.  GRVA 議長は、GRVA の下での自動運転システム ADS (Automated Driving System)に関する

規制策定のための最近の取り決めを反映した、自動運転車両に関するフレームワーク文書 の表 

1 の修正案を提示した。 23. GRVA 議長は、道路車両における人工知能 (AI) に関する

ガイダンスを含む決議案の提案を提示した。 

V.  WP.29 の下部作業部会 (GR) の報告書の検討 

 E.  最近の会合のハイライト, 3. 自動運転およびコネクテッドカーに関する作業部会（GRVA） 

66.  WP.29 は、ドライバー制御支援システム(DCAS)に関する新しい国連規制草案を提出したこ

とを歓迎した。 68.  オーストラリア代表は、GRVA が国連規制第 155 号(サイバーセキュリティ

およびサイバーセキュリティ管理システム)、及び国連規制第 156 号（ソフトウェア更新および

ソフトウェア更新管理システム）の修正案は、すべてのカテゴリ L 車両をその規制の範囲に含

めることに留意した。 

 

USA: FCC: 機器認可プログラムから国家安全保障懸念団体の排除を提案 
 米国連邦通信委員会(FCC)は本日、国家安全保障上の懸念をもたらすことが判明した団体によっ

てワイヤレス機器の認可が侵害されないようにするための新しい規則を提案した。 

 FCC の対象リストに掲載されている団体が機器認可プログラムにおいて、いかなる役割も果た

すことを永久に禁止する。 

 

USA: FCC: KDB: Part 25: トランシーバーの SCS に関する機器認可ガイダ

ンス文書発行 
 パート 25 のトランシーバーの機器認可ガイダンス文書が初めて発行された。 

 衛星による補足サービス区域 Supplemental Coverage from Space (SCS) (地上携帯網の欠落部を衛

星で補うシステム）についての手引きが述べられている 

 

中国: SAMR: サーバなど 147 種類の製品の品質監督抜取検査実施細則を発表 
 各地の市場監督管理部門は、製品品質監督抜取検査を実施する際に直接採用することができ

る。以前に公布された同種製品の国家監督抜取検査実施細則は、同時に廃止する。 

 

総務省: 6.7 MHz 帯を用いた電界結合型ワイヤレス電力伝送システムに関す

る技術的条件答申 
 近年、工場や物流拠点においてロボットの導入が進んでおり、当該ロボットへの給電方法とし

てワイヤレス電力伝送システムの導入が期待されている。 

 

経済産業省: 電気用品の技術上の基準を定める省令の解釈についての一部改

正について 2024-5-1 号にてお伝えした改正予告内容が、本決定した。改正施行日が、確定

し、令和 6 年 6 月 1 日予定となった。改正する規格の数： 69 規格。 
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IEC: 規格解説: ISO 10605 第 3版 2023-06 道路車両 — 静電気放電による電気妨害の試験
(3/3) 
 
 

 

 

 

Summary 

 

ISO 10605 Ed.3 2023-06 道路車両 — 静電気放電による電気妨害の試験方法が、2023-06 付けで、発

行された。本規格の主要内容及び前版からの主な変更点を解説する。 

 

さまざまな業界で一般的に使用されている、人間の静電気放電をシミュレートする試験が、自動車

環境に完全には適用できないことが判明した。そのため、自動車環境に合わせた試験が、開発され

た。本文書は、車載電子モジュールと車両の両者に適用できる ESD 試験について説明する。 

本文書は、車両での使用を目的とした電子モジュールを評価するために必要な静電気放電 (ESD) 

試験方法を次の三項により、規定する。 

第 8 節 部品へのイミュニティ試験方法（通電試験）、 

第 9 節 部品の梱包および取扱いの試験方法（無通電試験）、及び、 

第 10 節 車両試験方法(車両を動作させた状態での試験)。 

本文書では、ベンチ上の電子モジュール、及び完成車両の両者を評価するための試験手順について

説明する。 

 

Ed.2 からの主な変更点は以下のとおり: 

— コンポーネントへの直接および間接放電のためのフィールド結合板に関する代替試験セットア

ップの導入（通電試験）; 

— コンポーネントへの間接放電（通電試験）に関して最小放電数が、 50 から 10 に変更された、

連続する単一放電の間隔が、 50 ミリ秒から 1 秒に変更された; 等々 

 

3/3 

ISO 10605 Ed.3 2023-06 道路車両  — 静電気放電による電気妨害の試験方法

 Road vehicles － Test methods for electrical disturbances from electrostatic 
discharge 
前二回では以下の項目を扱いました： 

序文 
5 試験場所 
6 試験装置と計装 
7  放電モード 
8  部品へのイミュニティ試験方法（通電試験） 
9  部品の梱包および取扱い(を模擬した)試験方法(無通電試験) 

本記事での「図 1 を参照」等は規格本体の図面を参照することを指します 

 
 

10 車両試験方法 
10.1 一般 
車両の内側からのみ簡単にアクセスできるエリアでは、発生器の静電容量 330 pF と抵抗 330 Ω また
は 2 kΩ を選択すること。この場合、最大試験電圧は 15 kV に制限することが出来る。 
車外からのみ容易に触れる箇所の静電容量は 150 pF、抵抗は 330 Ω または 2 kΩ を選択すること。こ
の場合、最大試験電圧は 25 kV である。 
DUT に放電を加える前に、付属書 A に指定されている ESD 発生器の放電検証手順が、試験所または
顧客によって設定された期間内に実行されたことを検証すること。 
導電性の表面は接触放電モードを使用して試験すること。接触放電の場合は、接触放電チップを使用
すること (図 1 を参照)。試験計画で要求される場合は、気中放電を導電性の表面に適用することもで
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コスモス・コーポレイション: 自動車部品の耐水試験についてのご案内 
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社長の独り言 
 
 
 
 
 
 

2024 年 6 月 19 日 
濱口 慶一 

 
 
今年は異常気象の影響でしょうか？梅雨を通り越して一気に真夏に進んでいるような暑い日々が続い

ていますが、読者の皆様は体調を崩さずに、元気に活動されていることを祈念致します。 
 
当社は第 37 期の最終月を迎えていますが、厳しい結果に終わりそうです。1987 年の創業当時からの

お客様への奉仕の精神が少し変化してきていて、その変化がお客様にとって喜べないものではないか

らではと感じています。今回の結果をスプリングボードとして、これまでの経験も大切にしながら、

創業時の明野事務所時代の“お客様への奉仕の精神”に今一度立ち返って取り組んでいきたいと思い

ます。 
 
先月号で触れた要員の力量の維持・判定に関連して、当社で品質マニュアルの改訂計画を進めていま

す。コスモスの社員(評価や審査・認証に関わる要員)については、ISO/IEC 17021-1: 2015 (JIS Q 
17021-1: 2015)の附属書 C “力量の判定及び維持のためのプロセスフローの例”を取り入れて、要員

の力量判断基準の設定、選定、教育・訓練、定期的な力量の評価と再教育制度を確実に実施していき

たいと思います。そしてこのプロセスで十分な力量を確保したスタッフで、ISO/IEC 17025準拠のシ

ステムを運用して製品安全評価を行い、さらにその評価結果をもって、ISO/IEC 17065準拠のシステ

ムで認証業務を行っていく形になるようにマニュアルを改訂してまいります。 
 
上記の ISO/IEC 17021-1: 2015 (JIS Q 17021-1: 2015)の附属書 D には、認証活動に関わる要員にと

って重要な、「望ましい個人の行動」の例が、a)項から m)項に挙げられています。経営者の私を含め、

全社員がこれらを規範として念頭におき、お客様に満足していただけるよう努力してまいります。 
上記項目から、最初の a)を下記に紹介します。 
 
a) 倫理的である。すなわち，公正である，信用できる，誠実である，正直である，そして分別があ

る。 
 
 
趣味の養蜂ですが、三重県内の同じ趣味の方から購入した１群が加わり、現在 3 群となりました。こ

の異常気象で蜜蜂たちも苦労しているようで、少し元気の無い状態が続いています。暑さで巣礎が解

けて、落下し、蜜蜂が下敷きになり全滅することもあるので、気がかりな毎日です。 
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本誌の記事が正確であるよう最大の努力を払っておりますが、間違いが含まれていることがあるかもし
れません。本情報をご使用になられる場合はご自身でもう一度ご確認ください。 

 

株式会社コスモス・コーポレイションは、下記 Web site の運営体からそれぞれ個別の条件の下、Web 情
報の引用、転載につき許可を頂いております。翻訳転載された記事の著作権は原著作権者に属します。 

本誌掲載記事の無断転載を禁じます。本誌の複製、再配布は電子的なものを含み禁じます。 

 

国際機関 IEC: International Electro technical Commission  国際電気標準会議 

米州 A2LA: American Association for Laboratory Accreditation 米国試験所認定協会 
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- 情報源: カバー対象の機関、地域の Web site、或は情報サービス。又、ご協力のご同意を頂いた日本
国内及び米国・欧州・中国・韓国・台湾などの当該分野権威者から提供された情報。 
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